
令和５年度 東京都立葛飾商業高等学校 定時制課程 学校経営計画 
令和５年４月１日 

＊ 本校の学校経営や、生徒に役立つ方策等については、年度途中でも推進する。 

＊ 表中の丸数字は順序性や関連性を表していない。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

観点 中期的目標と方策 今年度の目標と方策 （１）教育活動の目標と方策 今年度の目標と方策 （２）重点目標と方策 

学 

習 

指 

導 

①主体的・対話的で深い学びを意識した授業改善を通

し、生徒が自ら学ぶ姿勢を育て、基礎学力の定着と伸

長を図る。 

②ＩＣＴを活用するとともに、Society５.０の社会に対 

応するための教育に取り組む。 

③現代的諸課題を解決するために求められる資質や能

力を育成するための教科横断的総合的で探究的な学

習を充実させる。 

④定期考査採点・分析システム（リアテンダント）を全

教員が利用し、各生徒のスタディログを残し、授業改

善につなげていく。 

⑤「オンライン授業デー」の取り組みを通し、生徒の学

びが止まらぬよう、全教員のスキルをあげていく。 

(ア)到達度テストやバッテリーテストを活用し、学力向上推進プランを策定

し、基礎学力の定着を図る。 

(イ) 主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善を通して、ICT機器

を活用したり、様々な資料を収集、比較、検討するなど多面的多角的に物

事を考えさせ、「主体的・対話的で深い学び」を実現する。 

(ウ) 外部のオンライン個別学習を活用して個々の学力に応じた学習活動の充

実を図り、Microsoft Teamsを活用したオンライン授業の実施に向けた授

業計画・指導計画・教材開発について研究を進める。また、「オンライン授

業デー」の取り組みを通し、生徒の学びが止まらぬよう、全教員のスキル

をあげていく。 

(エ)学習評価を充実させ、授業改善に活かすなど、PDCAサイクルを充実さ

せる。 

(オ)ＮＩＥを推進し、社会的事象に触れさせるとともに、様々な角度から物事

を考える方法や言語活動の充実を図る。 

(カ)全商の各実務検定の合格に向け、補講を組織的に実施するとともに、進路

指導部と連携し、進路活動に有効な検定を精選し挑戦させる。 

(キ)ＯＪＴを活用した相互授業参観を実施するなどして授業力の向上を図る。 

(ア)生徒一人一台端末を活用し、Microsoft Teams を使った授業や外部のオン

ライン個別学習を通して学習活動の充実を図る。 

(イ)様々な場面において組織的にＳＤＧｓに取り組み、生徒の社会参加を促す。 

(ウ)全商の各実務検定や漢字能力検定等、各種検定の受験を奨励し、合格者増加

につなげる。 

(エ)全ての教科・科目において、主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業

改善に取り組むとともにルーブリックを用いた評価を活用し、指導と評価の一

体化を図る。 

(オ)ＡＬＴとの英語の授業においては、英会話中心の授業の工夫に取り組む。 

(カ)商業科の課題研究においては、調査・研究・実習等を実施し、年度末に発表

会を実施する。 

(キ)公民科の授業、学年のHR活動を中心に主権者教育を実施する。 

(ク)各教科・科目の調べ学習等で図書館を積極的に活用することで不読率を改善

させるとともに、読書活動の充実を図る。 

【数値目標】 

① 基礎的検定合格者数                  ４５人以上                      

② 不読者率                      ３５％以下 

③ 年間の平均出席率                     ８０％以上 

④ 授業の準備・工夫がある（％）            ９０％以上 

⑤ 授業のわかりやすい（％）                           ９０％以上 

⑥ 授業について興味がでた（％）                       ９０％以上 

生 

活 

指 

導 

・
健 

康 

づ 

く 

り 

①教育相談体制をスクールカウンセラー、ユースソーシ

ャルワーカーや外部関係機関と連携して構築する。 

②教育相談のための研修会や情報交換会を実施し、指導

の向上を図る。 

③学校給食を通して、食について考える習慣や食に関す

る様々な知識を身に付けさせることにより、健全な食

生活の実現や健康の確保等を図る。 

(ク)組織的な生活指導体制を構築し、授業規律やマナー教育を確立させる。 

(ケ)登下校指導や校内巡回、生徒部講話、特別面談、各教科・特別活動におけ

る指導等、授業規律をはじめとして規範意識の確立を図る。 

(コ)防災訓練・薬物乱用教室、セーフティ教室、交通安全教室、保健講話等の

安全教育を充実させ、健全育成を図る。 

(サ)校内美化を学校全体で取り組む。 

(シ)個人面談後に情報交換会、特別面談後に面談報告を実施し、全教員が生徒

の状況について共通理解を図る。 

(ス)養護教諭、SC、YSW、学校医、外部専門機関等との連携を深め、教育相

談体制の強化を図り、支援の充実を図る。 

(セ)教育相談、特別支援教育に関する校内組織を活性化し、一人ひとりの生徒

に対応した教育を展開する。 

(ソ)食育講話等を取り入れて、給食指導を推進する。 

(ケ)自立支援チーム派遣事業（ユースソーシャルワーカー）の活用や外部関係機

関（ハローワークやキャリアカウンセラー）との連携を月1回以上実施し、低

学年からのキャリア教育を充実させることにより生徒の進路実現を図る。 

(コ)人間関係づくりのためのプログラム事業の活用により、学校生活への適応及

び学習意欲の向上を促し、中途退学防止対策の充実を図る。 

(サ)給食の喫食率を向上させるために、トライアル給食やリクエスト給食を年間

5回以上実施する。学年ごとの食育指導給食を各学年、１回以上実施する。 

(シ)ライフ・ワーク・バランス実現のため、教職員一人ひとりの効率的な業務遂

行と業務縮減を図り、各月ごとの残業時数４５時間以上の教員数は０人とする。 

(ス)学校閉庁日およびマイ定時退庁日の実施、年次有給休暇の取得促進の実施な

どライフ・ワーク・バランスを推進する。 

【数値目標】 

⑦ 給食喫食率                     ３０％以上 

⑧ 特別支援教育に関する委員会の開催回数            ２回以上  

⑨ 生徒事故件数                    ０件   

⑩ 一人あたり年間遅刻回数             １０回以下 

進 

路 

指 

導 

①4年間を見通した進路システムを構築し、各教科と

連携したキャリア教育を推進する。 

②生徒自身の日常の就労体験やボランティア活動など

の体験学習を通して、職業観や就労観を育成する。 

③外部関係諸機関との連携により、進路意識を高め、学

校生活に目標をもたせる。 

(タ)進路説明会や進路相談、進路学習を計画的・組織的に実施するとともに、

ビジネスマナーを徹底する。 

(チ)外部連携機関（ハローワークやキャリアカウンセラー）との連携を強化し、

キャリア教育を低学年から実施する。 

(ツ)自立支援チーム派遣事業（ＳＳＷ）と連携し仕事をしていない在校生への

アルバイト求人を斡旋し、就労者を増加させる。 

(セ)キャリア教育の全体計画に基づく４年間を見通した進路指導の改善と充実を

図り、卒業後のフォローアップ指導も含めた本校の進路指導を確立し、進学先

や就職先の拡充に努める。また、各教科、各分掌、各学年が連携し、生徒自ら

が自己の将来を考え、正しい職業観に基づいた進路の決定ができるよう、組織

的に取り組む。 

(ソ)社会人として必要な基礎学力の充実を図り、自己の適性や能力に合った進路

決定が主体的にできるよう入学時から系統的、意図的、計画的に指導する。 

(タ)「人間と社会」での体験学習を通して、奉仕や道徳、勤労観・職業観の精神

を涵養するとともに、意図的、計画的、系統的なキャリア教育を進める。 

【数値目標】 

⑪ ４年生進路決定率                    ８５％  

⑫ 私立大学現役合格者数                 １人以上 

特 
別 
活 

動 

①生徒会役員、部活動部長等のリーダーを育成し、学校

行事や生徒会活動など生徒主体の運営を指導し、内容

の充実を図り、行事参加率を向上させる。 

②運動部・文化部の加入率の向上を工夫し、部活動や委

員会活動の活性化、生徒の学校定着率の向上を図る。 

③青少年赤十字の活動を通してボランティア精神の醸

成と社会人として必要な資質能力を育成する。 

(テ)オリンピック・パラリンピックについて学び、大会後のレガシーを通して

ボランティアマインドや障害者理解を深める。 

(ト)生徒会や委員会活動を活発にし、学校行事や特別活動を充実させ、帰属意

識を高める。 

(ナ)部活動の加入率を向上させ、大会への出場など目的意識を持たせる。 

(ニ)全日制課程と連携しマーケティング部の販売実習を推進する。 

(ヌ)青少年赤十字（JRC）加盟校として、ボランティア活動への参加を促し、

生徒に自己有用感を持たせ、社会貢献意識の向上を図る。  

(チ)青少年赤十字（JRC）を活用し、ボランティア精神の醸成と活動を推進する。 

(ツ)体力テスト等を活用し、学校全体で生徒の体力の総合的な向上を図る。 

(テ)体力向上の目標を設定し、事前・事後学習の更なる充実を図る。 

(ト)学年ごとに授業体系を工夫し、生涯にわたって運動に親しむ態度を育てる。 

【数値目標】 

⑬ 行事参加率                     ９０％以上        

⑭ 部活動加入率                       ７０％以上  

⑮ 学校定着率                             ９０％以上 

⑯ 学校満足度                        ７０％以上 

募
集
・
広
報
活
動 

①本校の教育内容について、ＷＥＢ等の情報発信を活性

化させ、中学生、保護者、中学校等の関係者の理解を

深め、応募者の増加を図る。 

②授業公開週間や学校説明会など中学生が本校の教育

内容について理解が深めることができる機会を十分

に確保する。 

(ネ)ホームページの充実を図り、積極的に情報を発信する。 

(ノ)授業、学校行事、部活動など目的を絞った学校紹介動画を作成、公開する。

(ハ)授業公開週間（各学期）、学校説明会（3回程度）、中学校訪問（延べ30    

校程度）を実施し、保護者、地域、中学生等に対して積極的に情報を公

開する。 

(ヒ)中学生に本校の教育活動を理解できるような新たな広報・募集活動につい

て検討し、実施する。 

(ナ)既存の広報活動の他に、学校紹介動画の充実など新たな広報活動を展開し、

広報活動の充実を図る。 

(ニ)学校案内やチラシを工夫するなどして、葛商の学校広報活動の充実化を図る。 

(ヌ)学校広報活動は、全員体制で分担し、部活動を通じた交流、生徒会や部活動

の生徒の運営面でのかかわりなど、本校生徒の姿に中学生や保護者が直接触れ

る機会を増やしていく。 

(ネ)意欲や目的意識の高い生徒を迎えるため、必要に応じて学校外での学校説明

や出張授業、本校での授業公開週間、学校説明会を設定する。 

【数値目標】 

⑰ 入選一次（前期）応募人数               普商合計 １０人以上 

⑱ ホームページ更新回数                ５０回以上 

学
校
経
営
・
組
織
体
制 

①今回の学習指導要領に対応した教育課程の検討を継

続する。 

②教育活動の質を向上させ、学習効果の最大化が図れる

教育課程の検討をする。 

③学習評価を充実させ、教育課程の改善を図る。 

④高い倫理観をもち法規法令の遵守ができる教職員集

団を目指す。 

⑤円滑なコミュニケーションを図り経営企画室と一体

となった組織体制を確立する。 

⑥自律経営推進予算・学校徴収金会計について適正な計

画を立案し、計画的・効率的な予算執行と会計処理を

行う。 

(フ)組織的・計画的な教育の質的向上を図るカリキュラムマネジメントを推進

する。 

(ヘ)学校設定科目「基礎学習」の指導計画・指導内容の充実を図る。 

(ホ)計画的な仕事の進め方により業務の効率化を徹底し、教職員一人ひとりの

ライフ・ワーク・バランスの実現を図る。   

(マ) 経営企画室と一体となった体制づくりを進め、来校者等への丁寧な接遇、
危機対応力の向上を図る。 

(ミ) 服務事故ゼロを達成し、生徒・保護者の信頼を確立する。特に体罰や不
適切な指導を絶対に生じさせない。 

(ム)ＩＣＴ担当を中心に統合型校務支援システムの活用を推進し、学年や分掌

との役割分担を明確にし、生徒情報の管理体制を構築する。 

(ノ)老朽化した施設設備の点検・補修・改修等の整備を継続して実施する。 

(ハ)経営企画室の経営参画機能を高め、安全で整理された学校環境の維持管理を

速やかに行う。自律経営推進予算を備品については100％執行し、自律経営推

進予算のセンター執行率を６０％以上にする。 

(ヒ)ＩＣＴ担当を中心に統合型校務支援システムの活用を推進し、生徒情報の管

理体制を構築する。 

 

【数値目標】 

⑲ 一般需用費のセンター執行割合（％）               60%以上 

 

 

・東京都教育委員会目標・本校の教育目標 

・本校のグランドデザイン・目指す学校 

＜スクール・ミッション＞ 
ルールやマナーを守り社会に適応できる人材の育成を実現するため、

基礎学力の定着、他者と協働し情報を収集・分析して問題解決に向か

う力、コミュニケーションスキルの醸成を通して、働く権利や義務を

理解し正しい勤労観や職業観と自尊心や自己決定力を持った人間を

育てます。 

 

 

めざせ！葛商ブランドの確立  ～ 教育内容の充実と進路実績の向上 ～ 

【本校のミッション】 地域貢献NO.1 地域と連携した地元密着型のビジネス教育の推進 

～ 都立商業高校として、地域に信頼され目標とされる学校の実現 ～ 

「ルールやマナーを守り、社会に適応できる人」の育成 


